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（３）スマート化の取組 
森田洋蘭園の取組の特徴の一つは、生産～販売にわたって、様々な人手の作業を効率化し顧客のニ

ーズに対応するために、多岐にわたるシステム開発・導入を自社主導で行っている点である。自社の生産
～販売に即した ICT 導入を行いながら、地域の他の洋蘭生産者と相乗りでシステムを活用することで、生
産者主体で最適化されたサプライチェーン構築を図っている。 

以下では、森田洋蘭園が開発した各種システムについて整理する。 
 

① 環境制御システム 

洋蘭は通年出荷が可能な作物であるが、栽培面における省力化を図るために、1990 年頃から環境
制御システムを導入した。当時、ESD 社（現在はアズビル社に統合）が提供する「グリーンキット」（環境
制御基板＋ソフトウェア）を導入することにしたが、システムの操作ロジックや各種パラメータの設定が洋蘭
生産に対応されていなかった。そのため、森田洋蘭園の洋蘭栽培のノウハウに基づき、グリーンキットをカスタ
マイズした。具体的には、天窓やボイラー等の複数の機械の動作を、温湿度や照度等ハウス内外の環境
状況に関する複数のセンサーデータと紐づけながら制御する必要があるが、そこに「職人の勘」を上手く取り
込みながらカスタマイズを行った。例えば、日照をハウス内に取り込む場合、生長に必要な光をなるべく取り
込みつつ、胡蝶蘭の葉焼けが発生しないようにするためには、季節によって異なる天窓の動かし方をする必
要があるが、そこへ外気温をパラメータとして織り込むことで、適切な天窓の開閉制御を実現した。 

花き栽培向けにカスタマイズされたグリーンキットは、森田洋蘭園が代理店となり、他の生産者にも外販
されていたが、その後アズビル社による提供・サポートが終了することになる。グリーンキットの使用自体はしば
らく継続することはできるが、中長期的な観点から、2010 年代後半に次の統合環境制御システムを導入
することにした。市販のパッケージソフトウェアでは自社の洋蘭生産にカスタマイズすることができないことが課
題であったため、いくつか検討を進める中で、都内のシステム企業と共同で新たに統合環境制御システム
「温調みつばち」を開発・導入した（現在は、グリーンキットと温調みつばちを併用している）。温調みつば
ちは、森田洋蘭園の栽培ノウハウに対応した環境制御ロジックが特徴であり、また利用料も月額制（月数
千円程度）である。 

こうした環境制御システム導入の効果の一つは、規模拡大がスムーズにできるようになったことであるとい
う。ハウスを一つ一つ自身で見回り、自身の判断で環境を調整することは多大な負荷がかかるため、それを
システム化することは規模拡大の要件であった。 

また、苗などの生産委託先に対しても同じ環境制御システムを導入してもらっており、環境データなどの
数値を共有しながらそれに基づき栽培管理に関する指示を出せるようになったという。客観的なデータを共
有することで、委託先とのコミュニケーションがとりやすくなったことも、効果の一つとして実感されている。 
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写真︓「温調みつばち」の WEB 画面 

（ハウス内環境などのモニタリング画面、スマートフォンでも閲覧可能） 
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写真︓「温調みつばち」の WEB 画面 

（ハウス内環境のモニタリング画面、スマートフォンでも閲覧可能） 
（黄線＝ハウス内温度推移、青線＝日射量推移、赤線＝カーテン開度、下段緑と黒の帯＝暖房の ON/OFF） 

 
 

 
写真︓「グリーンキット」（左）及び「温調みつばち」（右）の環境制御盤 
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② 経理システム 

創業後、市場向けを中心に出荷を拡大する中で、市況価格の把握や、請求書等の経理業務をシステ
ム化していきたいというニーズが生じてきた。そこで、1987 年に、プログラミング等のスキルを有する康雄氏の
知人と共同で株式会社オーキッドシステムを立ち上げるとともに、経理管理のソフトウェア「フルーレ」を開発
した。フルーレは数度のアップデートを重ねながら現在も使用されており、また、小規模だが他の花き生産者
向けに外販も行われている。 

フルーレの特徴の一つは、市場販売をベースに、洋蘭の売り方（鉢花・切り花、等）や品種、色、サイ
ズ、本数等に合わせて販売価格の推移を管理・閲覧できる事である。これによって、市況の推移を緻密に
把握することができ、生産や販売に生かすことができる。もう一つの特徴は、競りや予約相対などの市場特
有の出荷・販売形式を含め、多様な出荷・販売の流れに応じた伝票管理（請求書や納品書等）を行う
ことができる点である。 

こうした販売管理面でのシステム化を軸としつつ、90 年代前半にかけてアップデートを重ね、現在は仕入
管理（買掛金の管理等）や財務管理等の機能も追加され、森田洋蘭園の会計管理の根本をなすシス
テムとなっている。 
 

 
 
③ WEB 受注システム 

2000 年代以降、街の花き販売店と代理店契約を結び、消費者向けのネット販売を開始する過程で、
WEB 受注システムを自社で開発・導入している。洋蘭の販売では、立札のデザインやラッピングなどの売り
方を細かく指定されるが、従来はそれらすべて電話や FAX で処理をしていた。森田洋蘭園が開発した
WEB 受注システムでは、受注確認から札・伝票確認、発送確認まで、宅配の進捗状況が見える化され、
また WEB にはスマートフォンからでもアクセスが可能であり、代理店にとっても業務の効率化につながってい

 
写真︓「フルーレ」の WEB 画面（伝票入力画面） 
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る。 
また、出荷時には、商品の外観を写真で撮影し、受注システムを経由して消費者向けに写真を送ること

ができる。実際に届くより前に早く商品の様子を知りたいという消費者のニーズに対応することで、需要の獲
得につなげている。 
 

 
 
 
（４）栽培・経営における工夫 

森田洋蘭園では、「生産者主導のサプライチェーン構築」を掲げ、システム開発を含む各種取組を進め
ているが、それらは全て、販売店や最終消費者等の顧客のニーズを拾い上げ、その一つ一つに丁寧に答え
ていくことを目的としている。花き販売店と代理店契約を結び、森田洋蘭園が生産する 30～40 種の豊
富な品種を消費者に届けるという取り組みも、それぞれの品種の持つ特徴やストーリーを最終消費者まで
適切に伝え、また品種や規格、買い方等に関する消費者のニーズを拾い上げることにつながり、自社の差
別化、そして経営の維持拡大に貢献してきた。 
 また、森田洋蘭園では、主に首都圏の花き販売店向けに物流網の構築にも取り組んでいる。埼玉県内
の複数の洋蘭生産者と共同で「Do グループ」という生産者組織を作り、「Do ロジスティクス」という共同配
送の仕組みを作り上げている。埼玉県から都内の市場（大田市場や世田谷市場等）を回るルート便を
手配しており、通常の市場出荷と併せてエリア内の販売店に配達するため、一般の宅配便よりも低い配送
料金で利用することができる。また、通常の宅配と比べて事故率（品質の欠損等）が低いため、安心した
購入ができることも強みとしている。Do ロジスティックスでは、2t トラック 4 台（ドライバー5 名）によって運
営されており、その配送管理（運行表や給与支払等）はエクセルマクロ関数ベースで行っている。 
 

 
写真︓WEB 受注システムの画面イメージ 

（各行が一つの受注であり、発送状況や札・伝票画像、商品画像などを記録・添付していくことができる） 
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また、販売代理店経由の消費者向け（首都圏）の発送代行として、「お手持ち便」という仕組み・シス

テムも自社で構築している。お手持ち便の仕組みは、Do ロジスティクスのルート便よりもはるかに多くの車と
様々な契約形態のドライバーにより構築されているため、その配送管理システム開発（Web システム）も
複雑であった。複数の生産者から配送依頼エントリーを受け付けたうえで、配車、荷物の追跡、ドライバー
への告知、指示、給料支払までを含めたシステムを作り上げることで、胡蝶蘭の配達というニッチ市場で大
手宅配会社と同等、または部分的にはそれを上回るサービスレベルを提供している。（例えば、お手持ち
便による配送では、配送中の事故率（商品の欠損等）が大手宅配企業よりも低いとのこと）  

 

写真︓Do ロジスティクスに参加する生産者メンバー 
（左が森田健一郎氏） 

 
写真︓「お手持ち便」の WEB 画面（配送依頼画面） 

配
送
ご
と
の
荷
主
名 

荷主別の 

配送数が表示 

荷主一覧が表示 
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（５）今後に向けて 
 2020 年は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、式典需要などが大きく落ち込み、胡蝶蘭の販売も
春先は激減した。国内の生産者も、さらなる相場下落を防ぐために、年内の生産量を抑え対策（生産途
中にあった株の伐採）をとっていた。一方で、ネット販売も含む家庭用の胡蝶蘭の需要が増えてきており、
その需要を察知していた森田洋蘭園では生産調整を行わず、その結果、秋以降の出荷が持ち直し、また
他生産者の出荷減による相場上昇も相まって、売上も回復してきているという。こうした市場ニーズの変化
に臨機応変に対応できることも、生産者主導のサプライチェーン構築の一つの効果でもある。 

森田洋蘭園は、「花の本質に表れた心で、感謝を贈る。」を経営理念とした掲げている。花の本質、す
なわち「生命ゆえの多様性」をもって、洋蘭を求める一人一人の消費者の心に寄り添っていくことを目指し、
今後も高い品質の洋蘭生産・販売に取り組んでいく。 
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